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Ⅰ 当該年度における計画と成果 
  

１．当該年度の担当研究開発課題の目標と計画 

1）Pain-Sensingセンサの基盤技術開発 
1)-1 技術調査、特許調査 

・圧力センサの特性を明らかにする 

・皮膚触覚センサの特許を明らかにする 

1)-2 センサの特性データ取得 

・Pain-Sensingセンサの選定評価法を明らかにする 

・Pain-Sensingセンサの要求特性を明らかにする 

2）上肢部（上腕・前腕・手）ダミーモジュールの開発 

2)-1 技術調査 

・人体ダミーの現状を明らかにする 

・Hybrid-III ダミーの上肢部構造を明らかにする 

2)-2 ダミーの企画構想 

・上肢部ダミーモジュールの機能設計を明らかにする 

 

２．当該年度の担当研究開発課題の進捗状況と成果 

2-1 進捗状況 

1）Pain-Sensingセンサの基盤技術開発 
1)-1 技術調査、特許調査 

・海外６社の圧力センサを調査し、最終候補２社に絞込みが完了。 

・触覚センサの国内特許調査を実施完了。 

1)-2 センサの特性データ取得 

・センサの評価方法（柔軟特性・空間分解能・応答速度）を検討し、明らかにした。 

・人工軟組織の検討と試作（３層構造）を行い、特性データ（柔軟特性、空間分解能、 

応答速度）を取得した。 

2）上肢部（上腕・前腕・手）ダミーモジュールの開発 

2)-1 技術調査 

・人体ダミーの現状 (衝突安全ダミー３種)を調査し、本開発ダミーの特徴を明らか

にした。 

・Hybrid-III ダミー上肢部の詳細データ（重さ、寸法）を規格と実測から取得し、

上肢部構造を明らかにした。 

2)-2 ダミーの企画構想 

・Pain-Sensingダミーの企画構想をまとめた。 
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2-2 成果 

Pain-Sensingダミーに使用する圧力センサの評価方法を明らかにし、人工軟組織（３

層構造）の試作を行い、柔軟特性、空間分解能および応答速度の特性データを取得し

た。その結果、海外６社のアレイ型フレキシブル圧力センサシートから、最終候補２

社に絞込みが完了した。また、人体ダミーの技術調査をもとに、Pain-Sensingダミー

の企画構想をまとめたことが今回の成果である。 

 

 

2-3 新たな課題など 

本プログラムの開発技術を「痛みの計測方法」として ISO 国際標準化を図るために、

国内対策委員会に参画し標準化に関するコンセンサスを得るとともに、ISO国際会議に

参画し標準化提案を行う。 

 

 

３．アウトリーチ活動報告 

特になし。 

 

 

 


